
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年は、中学２年生の生徒たちがこの記念行事を企画し、決意作文発表、書道、耐寒歩行、食

事マナー講座を行いました。色紙に手形を取り筆で思いを表し、自らの決意や家族等に対する感

謝の気持ちを堂々と発表しました。その後、１℃の気温の中、雪が残る別子山森林公園「ゆらぎ

の森」まで歩き、支配人山崎さんご指導の下、テーブルマナーを美味しい食事をいただきながら

教わりました。これからの人生、３つの教えと感謝の気持ちを持ち続けて、どんな困難にも打ち

勝ち、豊かで楽しい人生を切り開いてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

今月は２回、角野小学校との交流学習が行われました。今回はリアルとオンラインで角野小

学校各教室とつなぎ、道徳や学級活動など、日頃 

味わうことのできない空間の中で、緊張しながら 

も楽しく活動をすることができました。 

別子小・中学校だより 

 

 

 

 

令和８年２月 27 日 
新居浜市立別子小・中学校 
発行責任者 伊藤 良夫 
☎ ６４－２１１５  

今年の２月、例年に比べて別子山には雪が少ないです。楽しみにしていた雪合

戦ができず、もやもやとしていた節分の日、「鬼は外、福は内」と児童生徒たち

は外に出て元気に豆まきを行いました。1月は「いく」２月は「にげる」３月は

「さる」とよく言われます。この３か月は、あっという間に月日が過ぎることの

例えです。中３生にとっては、別子中学校に通う日はあと 12日。早いものです。

と同時に、令和７年度の教育活動もゴールが見えてきました。今年度の小・中学

生のみなさんとの学校生活は、それぞれの成長を数多く見ることができ、とても

うれしかったです。これからも、小・中学生全員が笑顔で自分や周りの人ことを

大切にして元気に大きく成長できるように、有終の美を飾りま 

しょう。地域のみなさま、保護者のみなさま、別子小・中学校を 

よろしくお願いいたします。 



熊本大学准教授であり、起業家としても世界で活躍 

されている勝田陽介先生をお招きし、全校生徒を対象 

にした特別講演会を開催しました。 

 この講演会の演題は『  』（空欄）という斬新なも 

のでした。「演題を一つに決めることは、聞き手を一義 

的に誘導することになる。それぞれが自由に解釈してほ 

しい」という先生の強い願いが込められていました。 

「学ぶことは、いつか何かを変えるための準備」とい 

う言葉を胸に、空欄の演題に自分だけの答えを書き込め 

るような生徒たちそれぞれの歩みに期待します。 

 

 

 


